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鹿児島市の課題解決型
インターンシップに参加

社会福祉学科　岩崎ゼミ

28Vol.

　県内の大学生等 14 名が参加した鹿児島市の課題解決型
インターンシップに、本学国際文化学科の学生 5 名が参加
しました。「若者の起業マインドの醸成手法の提案」をテー
マに 10 日間のプログラムで構成され、フィールドワーク
や先進事例研究等を 3 グループに分かれて行い、最終日
にプレゼンテーションを行いました。
　片平康太さん（国際文化学科 3 年、都城商業高校出身）
のグループでは、小学 3 年生から中学 3 年生までを対象
に起業家マインドを醸成する「放課後塾」を提案しました。
行政や地元企業と協同で実施するもので、地域の方々や
起業家とも触れ合いながら積極性や好奇心を育む柔軟な
プログラムを企画。片平さんは「成長の早い段階で地域の
魅力に触れると、将来地元に残って、地域を活性化する
新たな事業の立ち上げに繋がるのではないかと考えた。

今回のインターンシップで、鹿児島にも若い起業家がいるこ
とを知り刺激を受けた」と話しました。
　また、学生同士のディスカッションが白熱したと話す山
口さくらさん（同学科 2 年、出水高校出身）は、「起業家
の方から逆境をプラスに捉えることやワクワク感を大事に
することなど、勇気をもらえる話を伺い視野が広がった。
様々なことを経験して、楽しく、一生懸命生きたいと思っ
ており、まずは学生時代にイベントを企画・運営すること
から挑戦したい」と成長を実感しているようです。

　社会福祉学科の岩崎ゼミ生が、令和 4 年 5 月に開催
された第１回『鹿児島市セーフコミュニティ高齢者の安
全対策委員会』へ、学生オブザーバーとして参加しまし
た。今回はその報告を紹介します。
　　　　　　　　　　＊＊＊
　鹿児島市が取り組んでいる「けが」や「事故」など、
日常生活の中で私たちの健康を阻害する要因を予防す
ることによって、安全なまちづくりを進めるセーフコ
ミュニティの分科会の一つである「高齢者の安全対策委
員会」に参加させていただきました。委員会には、高
齢者クラブ連合会、民生委員児童委員協議会、社会福
祉協議会、認知症の人と家族の会、食生活改善推進連
絡協議会、社会福祉士会、介護支援専門員協会、訪問
看護ステーション連絡協議会、健康づくり推進委協議会、
運動普及推進員協議会、町内会等の代表者、行政の高
齢者関連の担当課の方々が参加されていました。委員

会の取り組みは、これまでの転倒予防に加え、前年度
より誤嚥による窒息の予防を主軸においた取り組みが
行われており、今年度は、さらなる取り組みの充実と、
取り組み地区の拡大を図るという目標を掲げ、活発な
意見交換が行われました。また、今年度は、これまで
の取り組みの評価・改善を目的としてアンケート調査を
行っていくとのことでした。高齢者を取り巻く各種団
体や地域住民、行政が一緒になって安全なコミュニティ
づくり活動に取り組んでいる貴重な場に参加すること
ができ、地域づくりに興味がわき、とてもよい刺激と
なりました。会議の後、町内会と高齢者クラブ連合会
の代表の方々から声をかけていただき名刺をいただき
ました。今後、連絡を取り、地域や団体での活動を実
際に見学させていただきたいと考えています。
★学生オブザーバー（岩崎ゼミ 4年）
　臼田美佳・草野春香・神﨑未有・寺田優哉

鹿児島市の「高齢者の
安全対策委員会」に参加
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